
防 災 対 策 調 査 特 別 委 員 会 会 議 記 録 

    

１  期 日   令和２年９月18日（金） 

              午前９時26分 開会 

              午前10時40分  閉会 

２ 場 所   第１委員会室 

３ 出 席 委 員   委 員 長 上田 倫久 

副 委 員 長 木谷 敏勝 

    委   員 青山 憲司、芦田 竹彦、 

伊藤  仁、井上 正治、 

                 奥村 忠俊 

４ 欠 席 委 員   なし 

５ 説 明 員   （別紙のとおり） 

６ 傍 聴 議 員   なし 

７ 事 務 局 職 員   主査 伊藤 八千代 

８ 会議に付した事件   （別紙のとおり） 

                 

        防災対策調査特別委員長 上田 倫久  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



防災対策調査特別委員会 次第 

                       日 時：2020 年９月 18 日（金）９：30～ 

場 所：第１委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項（個別課題） 

⑴ 2020 年度 市民総参加訓練実施状況について 

⑵ 「円山川水系河川整備事業の進捗状況」について 

⑶  新型コロナウイルス感染症に対応した災害対策について 

⑷ 委員会調査中間報告書について ＜別紙＞ 

 

 

４ そ の 他  

 

 

５ 閉  会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ＭＥＭＯ 

                                        

                                        

                                        

                                        

                                                                             

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                                                             

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        

                                        



【委　　員】

職　　　　　名

委  員  長

  副 委 員 長  

委　  　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

【当　　局】

職　　　名 氏　名 職　　　名 氏　名

　防 災 監 宮田  　索 　防災課長 原田　泰三

　農林水産課長 柳沢　和男

　農林水産課参事 井垣　敬司

  都市整備部参事 河本　行正 　建設課長 冨森　靖彦

　下水道課長 石津  　隆

　下水道課参事兼係長 堀田　政司

　城崎振興局長 熊毛　好弘 　地域振興課長 谷垣　一哉

　竹野振興局長 瀧下　貴也 　地域振興課参事 山根　哲也

　日高振興局長 小谷　士郎 　地域振興課長 中川　光典

　出石振興局長 村上　忠夫 　地域振興課長 今井　謙二

　但東振興局長 羽尻　泰広 　地域振興課長 大石　英明

　本部参事 金納　広行

　本部参事 井﨑　博之

　23名

【議会事務局】  

職　　　名 氏　名

主査 伊藤八千代

氏　　　　　　名

上　田　倫　久

木　谷　敏　勝

青　山　憲　司

　　　７名

川端　啓介

桝田　貴行

　コウノトリ共生部長

　消防長

芦　田　竹　彦

  伊  藤　  　仁　

奥　村　忠　俊

井　上　正　治

　上下水道部長 米田　眞一

防災対策調査特別委員会名簿



 1 

午前９時２６分開会 

○委員長（上田 倫久） おそろいでございますので、

ただいまから防災対策調査特別委員会を開会いた

します。 

 委員長の挨拶ということで、この私も７年目にな

りました。７年前も防災調査特別委員会におらして

いただきまして、台風２３号の後始末というか、そ

のことについての改修なり、また復興、復旧なりと、

そのときからおってさせていただきました。今日で

もう私、委員長としては最後になると思いますので、

今日、気合を入れて、感謝の意味でも込めまして調

査をさせていただきます。明るく元気に前向きに、

逃げるな、隠すな、うそつくな、人のため、世のた

めに頑張ってきております。防災対策調査委員会に

所属しまして７年目を迎えます。防災士も取得いた

しました。２００４年１０月２０日、台風２３号に

襲われ、甚大な被害を受け、復旧、改修工事が今年

度で終了いたします。昨日もちょっとずっと見て回

りました。玄武洞のところもかさ上げされておりま

して、かなりもうよくなってきとるかなというふう

に思っております。 

 本委員会では、主に市の防災組織体制、河川、内

水、土砂災害対策及び地震、津波、高潮、雪害対策

等の状況を把握し、精力的に調査研究を行ってきま

した。 

 近年、毎年のように、日本各地で大災害が発生し

ています。地震災害では、２０１１年の東北大震災、

２０１６年の熊本地震などがあり、豪雨等災害では

２０１７年９月の台風１８号、翌１０月に発生しま

した台風第２１号など、連続して襲来、２０１８年

２月には、北陸地方の平野部を中心に日本海側で強

い冬型の気圧配置による大雪、２０１８年７月の西

日本豪雨、また記憶に新しい本年７月に九州地方で

発生した記録的短時間大雨による熊本、鹿児島の豪

雨災害など、近年、局地的な大規模災害が増加する

傾向にあり、また新たな問題として、２０１９年１

２月に中国・武漢で発生し、いまだ終息のめどが立

たない新型コロナウイルスの感染症の猛威など、感

染症対策が大きな課題となっている。災害による被

害を最小限に抑えるためには、行政、地域、市民が

協力して、ハード整備のみならず、危険情報の収集、

分析、伝達能力の向上をさせるなど、ソフト面の充

実を図り、地域防災力を強化する必要がある。 

 今日の協議事項につきましては、２０２０年度市

民総参加訓練実施状況について、２番目には円山川

水系河川整備事業の進捗状況について、３番目には

新型コロナウイルス感染症に対応した災害対策に

ついて等を協議いたします。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、３番の協議事項に入ります。 

 まず１つ目、２０２０年度市民総参加訓練実施状

況についてを議題といたします。 

 それでは、政策調整部防災課、お願いいたします。 

○防災課長（原田 泰三） おはようございます。 

 今、委員長からございました総参加訓練の実施状

況ということで、右肩に２００９１８ということで、

特別委員会の資料としてお示しをさせていただい

ております資料に沿って、説明をさせていただきた

いと思います。 

 この訓練につきましては、毎年、地震、それから

風水害ということで順繰りに実施してきておりま

して、この８月３０日には風水害の市民総参加訓練

ということで、実施を市民の方にお願いをしており

ます。あらかじめお配りしております防災マップを

確認をして、災害リスクを正しく認識した上で、効

果的なといいましょうか、安全確保できる正しい避

難方法の検証をいただくということで、おおむねの

市の情報を、防災無線に沿って流される情報に基づ

いて、あらかじめ決めたタイミングで避難をいただ

いたというような流れになってございます。 

 一番最初の中ポツに参加状況ということで、３５

９あります行政区で、単純に２７７区、３万１，０

００人を超える方に参加をいただいております。ち

なみに１番目に町内会、区の参加状況ということで、

表がつけてございます。やはりコロナの関係で、密

集したりとかっていうようなことが想定されたり

とか、本来だったら隣保長さんとか、もっと多い数

の方を集めて、いろんな検討をされようとなさって
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いたんですけども、タイミング悪く、そういったこ

とは難しいというような状況の中で、いろんな工夫

をしてくださって、実施をされてるというような状

況がかいま見えてきますが、残念ながら昨年より、

やはり１０．３ポイントほど減少しているというこ

とでございます。 

 特に、表を見てもらったら分かりますように、や

はり一応ほかの日でもいいですよということで呼

びかけはしておるんですけども、この日にやったと

いうことで単純に比較しますと、どうしても旅館と

かを営業されていらっしゃる城崎のほうはずっと

少ない状況に推移してると。ここには書いてないで

すけども、例えば昨年度であれば、城崎コミュニテ

ィで防災の取組をなさったりとかをして、いろんな

工夫をされては実施をされてるんですけども、率的

にはちょっと下がってるかなというようなとこで

ございます。合計では、こういうような状況です。

小・中学生の参加っていうことはあらかじめ意識を

して、特に中学生の参加っていうものにつきまして

は、もう地域の支え手といいましょうか、担い手に

なれる人材ですので、そういったところには学校を

通じてお願いをして、参加をいただいた結果がこち

らに記載をしてございます。 

 ２番目の市民の参加状況ということですが、これ

は単純に人数ですけども、報告では３万１，０００

人以上の方が何らかの形で避難行動を取ってくだ

さった。単純に家の２階におって大丈夫っていうの

も避難行動の一つとして適切であれば、それは避難

行動としておりますので、そういった方も当然含ま

れております。 

 ３番目に、ちょっと具体的に各訓練の主な内容と

いうことで触れさせていただいております。避難訓

練の中では、やはり事前の防災マップを確認をして、

自分たちの形で決めた避難経路に沿って避難をし

たというようなことが下から２ポツ目でございま

す。一番下には、要援護者の方と支援者で相談した

上で、避難訓練をしたというようなことがございま

す。あと、大きいのが２ポツ目に書いてございます。

近所に声をかけながら、避難をしたというようなこ

とで、これが本当に、やはり近くの顔見知りの方に

声をかけられると、やっぱり避難をするという方っ

ていうのは、全国的に見ても多い傾向にございます

ので、非常に効果的なやり方なのかなというふうに

思ってます。 

 ２番目に安否確認ということで、自宅にタオルを

掲げる。自宅避難の完了者は１本タオル、他のとこ

ろに移って自宅にはいないけど、安全確保できてる

よっていう方は、例えばタオルを２本みたいな形の

やり方でされてる、このサインの訓練というのも幾

つかの区で実施をされておられます。 

 それから、３番目に避難誘導のところで重要なの

が、車椅子とソフト担架の使用っていうようなこと

で、後からまた課題が出てくるんですけども、こう

いったことを実際に使って、訓練を実践されたら、

いや、意外な落とし穴というか、見えなかった課題

が見えてくるというようなことがございます。 

 ４番目の消火訓練っていうのも、やはり自主防災

組織が中心となってやってくださっているので、や

はり消火栓からの放水なんかも取り組まれていま

す。風水害にとらわれずに、消火訓練なんかにもた

くさんの区で実施をいただいてます。 

 それからあと、５番目の情報連絡、もう今どきＬ

ＩＮＥで、区民の皆さんまでは難しいかもしれませ

んけど、役員さん方なんかは招集だったりとか情報

共有だったりを、こういうグループでやっていらっ

しゃるところが多いということでございます。 

 あと７番目には、消防署のご協力によりますＡＥ

Ｄなんかを日高の山宮のほうの区でもやっておら

れますし、そういった本当に風水害にとらわれずに、

いろんな訓練を実施をしてくださっています。 

 ８番目の図上訓練につきましても、市のほうで、

今、進めておりますマイ避難カードなんかの作成の

普及啓発に取り組んでくださってる区がございま

すし、マップを活用して要援護者の方の住居把握を

したんだっていうようなこと、あと土のうづくりな

んかもやっておられます。 

 次のページですけども、ここにいろいろと書いて

ございますが、課題でございます。やはり一番大き
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いたくさん出ているのが要支援者の支援というよ

うなことで、どうしても高齢者ばっかりなると、逆

に言ったら高齢者、真ん中のほうにございましたよ

うに、高齢者中心の訓練というのが必要じゃないか

というような具体的なご意見を頂戴していたり、や

っぱり芦田議員の質問とかでも出てましたけど、認

知症の方とか、ちょっといわゆる避難誘導がなかな

か難しいような方の対応が難しいなというような

こと。 

 それから、２番目の防災意識ですけども、全体的

にやっぱり若年層とかアパート暮らしの方ってい

うのは、非常になかなか参画を得られにくくて、意

識も啓発もしていかなくてはならないっていうよ

うなご意見が出ておりました。 

 ４番目の開催時期というのも、実は今までから言

われてました。やっぱり暑い時期なので、もう少し

考えてほしいっていうようなことがございますが、

何せ市民総参加訓練っていうのは、日にちを決めて

夏休み、子供が出られる最後の日に参加していただ

きやすいということで設定したという背景がござ

いまして、なかなかこの時期を、じゃあ、別の日に

ってなると、また学校のほうの調整なども必要です

し、なるだけ暑さを避けて実施していただきたいと

いうようなことがあるのかなというふうに思って

ます。 

 それから、あと５番目の一番下にも、やはり女性

の力では消火するときに消火栓の開閉が困難だっ

ていうようなことも、具体的にやっぱりさすがやっ

ていらっしゃる区ならではの意見だなというよう

なことで、これはどう対応といいましょうか、消火

栓の栓を、じゃあ、緩めるのかという話にはなりま

せんので、この辺りはいろいろと女性に参画、実際

の災害のときにやってくださりやすいような活動

を、地域の実情に沿って検討いただかないといけな

いのかなというふうに思ってます。 

 あと、次の裏面のページでございますが、ちょう

ど上の中ポツ３つ目でございます。電動車椅子で乗

れないエレベーターがあった。手押しの車椅子が必

要というようなことで、これは実際に電動車椅子、

非常に重うございますし、もしその電動車椅子が故

障していたりすると非常に搬送も大変だというよ

うなものですけども、やはり実際に乗ってみたら、

それが使えなかったというようなことが実際に分

かったっていうようなことで、今後のまた課題には

なるのではないかというふうに思ってます。 

 それから、５番目に福祉施設の主な取組として、

実はファクス機能を使いまして、１２０を超える施

設にショートステイとかデイサービスとか、そうい

ったことを関係なく、こちらのほうから一方的に、

こういう訓練をこの日にやっておりますので、ぜひ

取り組んでくださいっていうことで、ファクスで呼

びかけました。これで結果として、３０日に実施し

たというような施設が１２施設、２７２人が参加さ

れたというようなことがございます。ほかの日にも

当然やっておられます。 

 ２番目に訓練実施内容というようなことで、真ん

中辺でございますが、実際に河川状況を伝達して利

用者を２階に誘導したり、避難する場所に指導員の

誘導の下に移動したり、実際に計画をしている避難

どおりにできるかどうかのシミュレーションをし

たり、山側から離れたデイルーム、いわゆる２階の

山とは反対側の部屋の施設バージョンみたいな形

でやっていらっしゃるようなところがございます。 

 課題といたしまして、やはりマンパワーがなかな

か、いざ災害のときに使えるかどうかっていうのが

難しいな。エレベーターがもし動かなかったら、２

階に上げるのにも非常に時間がかかるっていうよ

うなことで、非常にこういった件でも、何かしらこ

ういった市側で避難の在り方について助言ができ

るようなことがあれば、これからもやっていきたい

なというように思ってます。 

 今日ご説明させていただいたのは、あくまでも訓

練で各区長さんからいただいた質問であったり、課

題であったりいうようなものを項目ごとにまとめ

たものでございますので、今後、各区に対しまして、

いただいたご意見を検討いたしまして、その地区の

災害リスクや区の、例えば規模であったり、置かれ

た状況なんかを踏まえて、丁寧にアドバイスといい
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ましょうか、一緒になって考えていきたいなという

ふうに考えております。 

 防災課からは以上でございます。 

○委員長（上田 倫久） 説明終わりました。 

 質問等はございませんか。 

○委員（井上 正治） いいですか。 

○委員長（上田 倫久） 井上委員。 

○委員（井上 正治） この総参加訓練がほぼ定着し

てきて、参加される方、参加されない方というのは、

ほぼ出てきたんじゃないかという思いがします。今

言われましたように、いい部分と課題とがあります

わね。いいところは、やはりどういったらいいかい

な、自主防災組織にいつも結果報告されてますわね。

そのときでもよろしいんで、いい実例を挙げる挙げ

て、感想、評価ですね、この実施訓練、評価を書い

て、新しく見えたとこ、課題としてはこうですよと

か、それで新しいこういったタオルは出したりとか、

いいやなところをやっぱり抽出して、きっちりと、

やっぱり自主防災組織のほうにお知らせするとい

うことも、私はいい刺激になるのではないかなと思

いますし、そういうものをやはり何回か、何回もっ

ていうのは非常に難しいか分かりませんけど、あま

り回数が増えない、同じものを配るのであれば、そ

れを少しつけて、見ていただいて参考にしていただ

くような取組がいいかなとは思いますが、その辺は

いかがですか。 

○委員長（上田 倫久） 防災課長、どうぞ。 

○防災課長（原田 泰三） 今、議員おっしゃられま

したせっかくいただきましたいいこと、悪いことの

ご意見ですので、それぞれ市の考え方ですとか、ほ

かの区ではこんなような事例で取り組まれてます

よというようなことのヒントになりますので、今後、

各区にこのご質問等に対してあんまり遅くなって

しまうと、時期を失してしまいますので、なるだけ

早くお返しをさせていただきたいということがあ

りますのと、あと議員、今言われました自主防災組

織の実態調査、毎年度３月にご報告をしているんで

すけども、その中にも一応末尾のほうに取組の好事

例だったりとか、失敗事例はなかなかないかもしれ

ません、けど、好事例なんかを記載をさせていただ

いて、ヒントになるようなことでつながるようにし

ていきたいなというふうに考えております。以上で

す。 

○委員（井上 正治） 上田さん、はい、よろしく。 

○委員長（上田 倫久） ほかにありませんか。 

 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 今も頂いた資料の４ページの

一番最後のところですけども、電動車椅子で乗れな

いエレベーターがあったっていうことが書いてあ

りますけども、これは電動車椅子の大きさがなかな

か分かりにくいもんですから、聞いてみるんですけ

ど、そういう、やっぱり小さいエレベーターしかな

いというようなことなのか。 

 それから、その下にあります福祉施設の主な取組

というのがありまして、これ全体から見ますと、こ

の１２４施設にしたら２０施設だけが参加したと

いうことになるんでね。これは、やっぱり調整が十

分にできなかったということなのか、何かこれだけ

見ると参加が少ないように思えたんで、事情を聴か

せていただけたらと思います。 

○委員長（上田 倫久） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） ただいまの１つ目の電動

車椅子の件なんですが、ちょっと区がどこだってい

うのが今すぐには分からないんですけども、地区の

中で実際にそういったものをふだん使っていらっ

しゃる方が、恐らく上層階にお住まいになっていて、

そのものでは入らずに、手動の手押しの普通の車椅

子に変えて乗せられたら、降りれたということなの

で、ふだん、ちょっと詳しい話が今、分かりません

ので、一度ひもといてみまして、どういう状況だっ

たのかっていうのは、具体的に尋ねてはみたいと思

っております。すみません、ちょっと答えにはなっ

てないかもしれません。 

 それから、あと、この福祉施設の参加状況なんで

すけども、実は市民総参加訓練を実施をし始めて、

二、三年たってから、せっかくＢｉｚＦＡＸという

ファクス機能がありますので、福祉施設なんかには、

災害のときの避難情報なんかもこのファクスで一
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方的に、要らないと言われても、一方的に送らせて

いただいとるような機能がございますので、それを

活用して、一昨年ですかね、うちではこういうよう

な取組をしておりますので、ぜひ施設の中でも参加、

取り組んでいただけたらというようなことで、呼び

かけてるというようなスタンスでやっております

ので、議員、今言われたように、まだまだ参加は少

ないですし、そもそも回答するつもりもないという

ような施設ももしかしたらあるのかもしれません

けども、ちょっとそこまで、こちらの訓練につきま

しては、関与していないというようなところが、実

際のところがございますので、これからも続けてこ

ういった取組というのは継続したいと思っており

ますので、当然ながら福祉施設のほうにも、よりこ

ういった訓練っていうのは、もう今は必須になって

おりますので、風水害なんかの避難っていうのは、

法律で定められた、取り組まなくてはならないこと

になっておりますので、もっと強く強く訴えていく

ようなことも検討したいなというふうに思ってお

ります。以上です。 

○委員長（上田 倫久） 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） 初めの電動椅子のことなんで

すけども、施設が高層というのよりも、むしろ２階、

３階ぐらいのものがありますし、足が不自由だって

いう人はたくさんあると思うんでね、電動椅子が使

われてるところもようけあると思うんですけども、

それがやっぱり乗れないというのでは、ちょっとい

ざというときに何かつまずくというか、そんな感じ

がするんです。普通そういう設備をされるときには、

電動車椅子がやっぱり乗れるような機能のといい

ますか、広さというものが何か義務づけられとるか

どうかが分からんけれども、つきもののように思う

んですけどね、それがどうなんでしょう。 

○委員長（上田 倫久） 原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 恐らく市民総参加訓練の

ほうのアンケートでの回答ですので、何かちょっと

例えばどこかのアパートにお暮らしの方で、電動車

椅子を便利だ、便利というか、生活面で部屋で使っ

ていらっしゃる、それを使って実際に訓練をしてみ

たら、屋外のエレベーターが使えなかったというよ

うなこともちょっと今、想定されます。ですので、

ちょっと今の法制度上、あれ、エレベーターの関係

と購入された電動車椅子の関係っていうのは、ちょ

っと分からないところもあるので、一度どういう状

況だったかっていうのは、このアンケートをいただ

いておりますので、その区に……（発言する者あり）

はい、聞いて、またお示しをしたいと思います。 

○委員（奥村 忠俊） よろしいです。 

○委員長（上田 倫久） ほかにありましたら、お願

いします。よろしいか、ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） それでは、ないようですの

で、２０２０年度市民総参加訓練実施状況について

は、この程度でとどめておきたいと思います。 

 ２番目、次に、円山川水系河川整備事業の進捗状

況についてを議題といたします。 

 それでは、都市整備部建設課、お願いいたします。 

 どうぞ。 

○建設課長（冨森 靖彦） 建設課からは、円山川水

系の河川整備計画の進捗状況についてご報告させ

ていただきます。 

 資料につきましては、お手元のほうに図面も含め

まして、３枚物の資料をお渡ししてるかと思います

ので、そちらをご参照ください。 

 円山川水系河川整備事業ですが、４月の事務概要

でもご説明させていただきましたとおり、現在の河

川整備事業につきましては、平成２５年に策定され

ております円山川水系河川整備計画に基づき、実施

されております。 

 現在の進捗状況です。２枚目の資料ということで、

２０２０年度円山川水系河川整備事業実施位置図

というものをつけさせていただいております。これ

は今年度、国土交通省のほうで予定されております

工事箇所を図面に落としたものです。 

 なお、既に発注されてます工事、それから契約に

至ってない工事がありますので、予定としておりま

すものは、まだ契約に至っていない工事ということ

でご認識をいただきたいと思います。 
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 まず、順番に行かせていただきますが、無堤防地

区の解消ということで、瀬戸、津居山地区ですが、

これはちょっと図面には落としておりませんが、こ

れにつきましては、引き続き整備案につきまして国

土交通省のほうで検討されております。先日も、関

係区のほうに国土交通省のほうと建設課のほうが

参りまして、協議をしておるところです。 

 続きまして、ひのそ他地区になります。これは図

面でいいますと、ちょうど左側の来日橋に関連する

工事の部分です。既にひのそ他地区につきましては、

奈佐小橋から結和橋の上流までの区間につきまし

ては、平成１６年、台風２３号水位の高さまでパラ

ペットが完成しております。現在は、県道の来日橋

の架け替え工事が進められておりまして、左右両岸

の橋台が施工されております。なお、左岸側の橋台

につきましては、既にくい打ちが完了しておりまし

て、今後、橋台の立ち上がりというような工事にな

るというふうに認識をしております。今後は予定と

書いておりますが、来日橋の上部工の工事、それか

ら隣接します宮代川樋門の上屋工事が発注を予定

されているところです。 

 続きまして、鶴岡、日置地区になります。これに

つきましては、図面でいいますと、右側のほうの下

から２つ目の向日置橋整備工事というものがあり

ますが、これに関連いたします。日置地区につきま

しては、堤防工事と併せまして、市道の向日置橋、

これの架け替え工事が予定をされております。予定

としておりますので、まだ契約には至っていないと

いうふうにお聞きしております。それから、鶴岡地

区につきましては、図面には落としておりませんが、

こちらにつきましては、引き続き用地買収交渉が進

められているというふうにお聞きをしております。 

 続きまして、日高地区ですが、これも図面でいい

ますと、先ほどの向日置橋整備工事の下にあります

日高地区堤防整備工事ということで、こちらにつき

ましては、神社等の移転も済みまして、順調に築堤

工事が進められているというふうにお聞きをして

おります。 

 続きまして、中郷遊水地の整備です。これは、ち

ょうど真ん中辺りにあります中郷遊水地整備工事、

これに関連する部分ですが、下池、上池、２つ池が

ありますが、下池、下流側の池につきましては、既

に用地買収も完了しておりまして、掘削、それから

一部では、築堤工事も現在進められております。上

池につきましては用地買収、４月の時点でほぼ９

６％用地買収できましたということで、報告させて

いただきましたが、引き続き継続的に進められてま

して、今年度中には買収完了を目指しているという

ふうにお聞きをしております。 

 続きまして、防災・減災、国土強靱化３か年緊急

対策としても実施されています堤防強化事業です。

ちょうど図面の真ん中辺りの円山川堤防強化工事

であったり、その右側の出石川の堤防強化工事、こ

れに当たりますが、現在、出石川を中心に工事が進

められております。昨日もちょっと現場を確認して

きましたら、ちょうど出石川の左岸側、片間から伊

豆辺りですが、そちらのほうは既に仮設道路が設置

されてまして、のり尻補強のブロック材料が置いて

あるというような格好で、順調に工事が進められて

おります。今後は予定というふうに書いております

出石川の堤防強化工事の残りの部分、それから円山

川の右岸側の堤防強化工事が発注されるというふ

うにお聞きしております。 

 なお、この堤防強化事業につきましては、今年度

が最終年度となり、予定箇所全てが完成するという

ふうにお聞きをしております。 

 次に、要望活動ですが、毎年、近畿直轄河川治水

期成同盟会連合会ということで、豊岡市もその連合

会の一員として、国交省、財務省に要望活動をして

おりますが、今年度につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響もありまして、国交省、財務省

への直接要望というのはされませんで、７月７日に

要望書の送付ということで要望に代えさせていた

だいております。 

 続きまして、その他ということでご報告させてい

ただきます。議会の本会議で芦田議員からもご質問

いただきまして、都市整備部参事が答弁いたしまし

た円山川流域治水協議会についてです。 
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 国土交通省は、近年、毎年のように全国各地で頻

発します自然災害に対応するために、全国の一級河

川におきまして、河川管理者だけでなく、あらゆる

関係者による流域治水へと転換していく方針を示

されております。これを受けまして、円山川水系に

おきましても、円山川流域治水協議会を立ち上げま

して、流域全体でおおむね５年から１０年の間に緊

急的に実施いたします事業、具体的に言いますと、

河川対策の事業、それから流域対策の事業、それか

らソフト対策の事業、これらを取りまとめました流

域治水プロジェクトというものを策定、公表いたし

まして、計画的に推進することとなっております。

協議会の構成メンバーにつきましては、豊岡市長、

それから養父市長、朝来市長、兵庫県の県土整備部

の総合治水課長、それから国土交通省豊岡河川国道

事務所長ということで構成されておりまして、資料

の３枚目ということで、第１回協議会の結果という

ことで、先日８月２６日にウェブ会議で行われまし

た協議結果をつけさせていただいております。 

 第１回協議会では、本協議会設立の趣意書、それ

から規約の確認、それから流域治水プロジェクトに

ついての説明などがありまして、会議の最後にあり

ました意見交換では、中貝市長からも、台風２３号

災害以降の国で実施されました河川整備の効果な

どの事例も紹介する中で、今回の流域治水プロジェ

クトの策定におきましては、堤防整備などに加えま

して、早期に治水上の効果が発揮できます河道掘削、

これについても、ぜひ追加で入れていただくように

ということの意見も申し上げたところです。 

 今後の動きですが、実は、昨日９月１７日に第２

回の協議会が書面にて開催されております。そこで

も改めまして河道掘削を、この流域治水プロジェク

トの対策の一つとして入れていただきたいという

意見も申し上げております。 

 今月末に、河川対策を中心に取りまとめました円

山川流域治水プロジェクトの中間取りまとめとい

うものが公表されることになっておりまして、その

後、来年３月をめどに河川対策に加えまして、流域

対策、それからソフト対策、これらを追加して取り

まとめまして、最終的な円山川流域治水プロジェク

トということで、公表されるということになってお

ります。 

 豊岡市といたしましても、今回の治水協議会の取

組につきましては、しっかり国や他市町とも連携を

取りながら、よい計画となるように取組を進めてい

きたいというふうに考えております。 

 以上で建設課のほうからの説明を終わります。 

○委員長（上田 倫久） ありがとうございました。 

 説明終わりました。 

 質問等はございませんか。芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 計画、聞かせてもらいました。

ありがとうございます。２点、ちょっとお尋ねをし

たいと思います。 

 ２枚目の図面の資料で、２０２０年度の円山川の

水系の河川整備事業実施位置図であるんですけど

も、堤防とか、そんな円山川の堤防にしたって、出

石の堤防にしたって、これ予定とありますけども、

今年度の完成ということで、計画されてるというこ

とで認識したらええんですかな、それが１つと。 

 それから２点目には、私も一般質問で、流域治水

のことでちょっと質問したんですけども、ウェブ会

議でこれ開催されてますよね。各地域の防災力を高

める上でも、各行政府の長が地域の中で、本川だけ

ではなくて支川のところの問題点もしっかり継続

して、今後、会議を予定されるということなんです

けども、それの情報もやっぱりお互いに共有しなが

ら、まとめるのは国土交通省かも分かりませんけれ

ども、そういったことも僕は大きな大事なことだな

と思いますので、ぜひ流域対策のソフトも含めて取

りまとめを、追加を要するとありますけども、本当

に豊岡では豊岡の問題、課題なんかをどんどん吸い

上げていただいて、流域全体をというのが、これは

本当にいい取組だなと思ってますので、継続して、

よろしくお願いをしたいということでございます。

これは要望かも分かりません。 

○委員長（上田 倫久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 先ほどの質問、まず１点

目ですが、堤防強化につきましては、国のほうから
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は、一応、今年度が最終年度、先ほど言いました国

土強靱化緊急３か年事業につきましても今年度が

最終ということですので、今年度が最終ということ

で、今年度完了という予定で工事を発注をいたしま

すというふうに聞いております。 

 それから、流域治水協議会の件ですが、先ほども

言いましたように、市としましてもせっかくこのよ

うないい取組ですので、当然、豊岡市の下流域とし

ての立場での意見、下流域としてどうするのが一番

よいのかという意見、流域対策、ソフト対策も含め

ても当然考えていかないといけないと思いますし、

また下流域ということで、上流側の取組についても

基本的にはどのような取組をされるか、当然、下流

域にも影響がありますので、その辺りも全体も含め

て考えるということで、協議会に参加させていただ

きたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（上田 倫久） 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） 承知しました。 

 国土強靱化の最終年度ということでなんですけ

ども、安倍政権もちょっと替わっちゃいましたけど

も、３年間、集中的にして強靱化のために、工事の

一部の一環だということなんですけども、さらに、

これはもう今後も引き続き流域のこの問題点につ

いては、国云々ではなくて、住民の方が生活されて

いる市が一番よく分かっているわけですから、いろ

んな点検とかでもされてましょうけども、豊岡市で

この円山川の流域のことについては、強靱化で２０

年度は終わるけども、継続をして問題点の課題なん

かを進めていただきたいということ、予算づけもそ

うなんですけども、そういったことをお願いをして

おきたいなというふうに思います。以上です。 

○委員長（上田 倫久） ほかにはありませんか。 

 奥村委員。 

○委員（奥村 忠俊） ５ページ見させていただいて

まして、今年、全国の災害っていうのは大雨が降っ

たりして、大変大きな被害がいっぱいあったんです

けど、２３号で経験したようなものでは、やっぱり

大分大きさは違ってきてるように思うんですよ。そ

れで、国交省のほうも一生懸命それぞれでやってい

ただいておるんですけども、予定というふうに書か

れているところは結構多いんですけども、これはや

っぱり目標値いうのは、例えば何年ぐらいには着工

して、そして大体これぐらいには完成するというこ

とが決められているのかいないのか。要するにこれ

ぐらいかかったら後、この年数はいろんなもの関係

してきますので、１年でできたり、２年でできたり

するものもあれば、それなりにかかるということも

あると思うんですけどね。こういう今の世界中の気

候が変わってきているということがあって、しかも

それは災害を伴っておるもんですから、これまで以

上に危機感を持つ市民が多いと思うんですよ。です

から、一日も早く、そう簡単にできませんけどね、

そういった点では非常にこの取組というのは急が

れるし、大事なことだなというふうに思うんです。

担当の職員の方々も大変ですけれども、これはやっ

ぱり予定が実施になってるというような形に早く

変わるようにですな、ぜひ頑張ってもらいたいと思

うんですよね。今言いましたように、地球の環境が

変わっているという点から、本当その辺、力をしっ

かり入れてですなというような覚悟をひとつ述べ

ていただければありがたいんですけども。 

○委員長（上田 倫久） ご意見ですか、ご意見で。 

○副委員長（木谷 敏勝） いやいや、決意を聞きた

い。 

○建設課長（冨森 靖彦） なかなか国のほうのいつ

いつ完成しますっていうのは言われないんですけ

ど、やはり先ほど来から出てます国土強靱化３か年

事業というのは今年度で終わります。そういう意味

でも、先ほどの流域治水協議会の中で、そのプロジ

ェクトの中にこういう河川整備計画に基づいたも

のっていうものを国のほうでも取り入れて、その事

業をそういう意味では加速させるという部分もあ

るというふうにも聞いておりますので、我々も国土

強靱化が終わったからもうそれでおしまいという

ことじゃなくて、それに代わる事業であったり、今

の河川整備事業をもっともっと加速していただく

というようなことも含めて、どんどん実情を訴えて

いきたいというふうには考えております。以上です。 
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○委員長（上田 倫久） ほかにありませんか。 

 青山委員。 

○委員（青山 憲司） すみません。今の円山川水系

の整備事業についてお話を伺いました。平成１６年

の台風２３号の後に、堤防強化をしていただいたり、

河川掘削事業をしていただいて、大分、どういうん

ですか、円山川の河川の流量が急激に上がらないよ

うにということで、その効果も拝見はしておるわけ

ですけども、最終的に堤防を整備ができた段階で、

氾濫警戒水位のプラス０．５が暫定堤防とされてい

るというふうに理解してるんですけども、完成堤防

としては１メートルというふうに理解はしてるん

ですけども、この堤防の整備ができた段階で、大体

その暫定堤防が完成するのかどうか、その辺りもち

ょっとお聞きしたいんですけども。洪水水位ってい

うのか、流量ですね、以前、台風２３号来るまでは、

立野の地点で５，４００立米の洪水に耐え得る堤防

整備ということで理解しとったんですけども、その

辺りは現状どういう計画になってるのかをちょっ

とお聞かせいただきたいなというふうに思うんで

す。というのは、台風２３号のときの雨量が２８７

ミリで、ああいった被害を受けてきたわけですけど

も、現状、堤防が完成堤防になったときに、トータ

ル雨量が、累積雨量が何ミリまででその堤防が超え

るのか、その辺りのことが現状ちょっと分かれば、

数値的なものを含めてお知らせをいただきたいな

というふうに思うんですけども。 

○委員長（上田 倫久） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 現在の円山川水系の河川

整備計画で計画されてます計画高水流量っていう

のは、台風２３号での雨量に基づきます水位という

ことで計画をされております。当然、今は計画高水

位プラス余裕高５０センチということで、暫定とい

うことで整備されておりますが、現在まだまだ無堤

防地区っていうのも下流域でもありますし、上流の

日高の部分でもありますので、将来的に計画高水位

プラス余裕高、それ以上の整備がいつ頃になるかっ

ていうのはちょっと現段階では示されていないっ

ていうのが現状ですし、あと、先ほども言われまし

た雨量が何ぼでっていうようなことっていうのは、

ちょっと今の段階では把握できていません。あくま

でも計画高水位っていうのは、平成１６年の台風２

３号水位でということで計画されているというふ

うに、認識はさせていただいてるところです。以上

です。 

○委員長（上田 倫久） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 分かりました。 

 今の円山川の堤防の整備については、出石川ある

いは円山川本流も含めてその流量計算をされて、計

画高水位に達する今の円山川本流の流量が何立米、

何トンになったときに、どれぐらいの水位になると

いうことで多分、計画をされてきてると思うんで、

その辺りのことがちょっと分かればお知らせいた

だきたいと思います。 

○委員長（上田 倫久） お願いします。 

○都市整備部参事（河本 行正） 今、青山委員さん

がおっしゃいましたことにつきましては、円山川水

系の河川整備基本方針ということで、２００８年の

１月に改定されて、今それが現行です。それはもう

基本中の基本で、そこの方針がありまして、今現在、

整備は円山川水系の河川整備計画ということで、平

成２５年からおおむね２０年か２５年ぐらいのス

パンで、台風２３号災ですね、平成１６年の、その

降雨相当を今の円山川の河川のハイウオーターレ

ベル、基準となる最高の水位想定しとるんですわ。

 そこに、以内で流すというのが河川整備計画で今

やってますんで、根本的に円山川、目標としてます

のは、従来から言われております１００年確率程度

ということで、基本高水としましては昭和３４年９

月洪水、昭和５１年９月洪水、昭和５４年１０月洪

水、それから平成２年９月洪水、平成１６年、先ほ

どの２３号、その辺を兼ね合わせまして、考慮しま

して、今の計画では立野地点で６，４００で、その

うち８００立米につきましては洪水調節施設で調

節して、実際の立野の配分といたしまして、今５，

６００立米毎秒ということの計画にはなっており

ます。 

○委員（青山 憲司） 分かりました。ありがとうご
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ざいます。 

 中郷の今の遊水地でかなり流量調整はできると

いうふうに期待をしているんですけども、そういう

数値もかなり台風２３号以前の流量で私ちょっと

確認してますので、できればその辺り中郷の堤防、

遊水地が整備できた後、あるいはその堤防が最終的

にどの堤防の高さまで整備できたっていうことも

含めて、その今の流量がどれぐらいそれによって変

化してきたのかいうことも併せて、ちょっと分かれ

ばなというふうに質問させていただきました。堤防

整備については、引き続きまたよろしくお願いした

いと思います。ありがとうございました。 

○委員長（上田 倫久） ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） それでは、ないようですの

で、円山川水系河川整備事業の進捗状況については、

その程度でとどめておきたいと思います。 

 ３番、新型コロナウイルス感染症に対応した災害

対策について。 

 次に、（３）新型コロナウイルス感染症に対応し

た災害対策についてを議題といたします。 

 それでは、消防本部、お願いします。 

○消防本部参事（井﨑 博之） ここに上げておりま

す新型コロナウイルス感染症に対応した災害対策

につきましては、前回、６月の本委員会で救急事案

の対策としまして、発熱や呼吸器症状のある傷病者

に対しては、感染防止やＮ９５マスクなどの装着に

よって、完全防護の服装で対応することをご説明を

させていただきました。現状におきましても、感染

症の疑いが少しでもあると判断した場合は、完全防

護の服装で対応しており、現在のところ、救急隊員

が検査を受けるような事案も発生していないこと

をご報告させていただきます。 

 なお、救急搬送しました傷病者のうち、今までに

６名の方がＰＣＲ検査を受けましたが、全ての方が

陰性であったと報告を受けております。 

 私からは以上です。 

○委員長（上田 倫久） ありがとうございました。 

 説明は終わりました。 

 質問等はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） それでは、ないようですの

で、新型コロナウイルス感染症に対応した災害対策

については、この程度でとどめておきたいと思いま

す。 

 以上で当局側に説明願う協議、報告事項は終了い

たします。 

 今日、今期このメンバーでの委員会は最後になろ

うかと思いますが、１年間の総括として意見交換を

したいと思います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、どちらからでも構

いませんので、何かございましたら、ご発言をお願

いいたします。 

○委員（青山 憲司） すいません。よろしいですか。 

○委員長（上田 倫久） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） 何もなかったらですので、ち

ょっとコロナの関係で１点、できればということな

んですけども、これからまた台風時期が来まして、

どういうんですかね、避難所のコロナ対策っていう

のは、３階にも段ボールで囲われてこういうことに

なりますみたいなことであるんですけども、避難所

の運営が大変になってくるんじゃないかなという

ふうなことも思ったりしまして、そういう意味で、

今回の８月に実施された避難の総合訓練なんかも

踏まえて、やっぱり避難所の運営っていうのは、市

の職員さんだけではなかなか対応が難しいのかな

っていうふうに思ったりしてます。各地域で、コミ

ュニティな活動も含めて、今、防災部会っていうん

ですかね、そういうのがあったりして、できれば各

地域に赴いて、そういう避難所の運営の指導なんか

を、できれば出前講座として受けられるっていうの

はよく分かるんですけども、できれば土曜日だった

り、日曜日だったりっていうことで市の職員さんも

大変なんですけど、避難所のコロナ対策に伴う運営

について、できれば指導していただくようなことを

ぜひ考えていただきたいなというふうに思います。 

 なかなか実感として避難所で避難を、今までから

もそうなんですけども、避難所の運営っていうのは、
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訓練としてやられてる地区がどれだけあるのか、ち

ょっと分からないんですけれども、もう少しそうい

うことで、これからコロナもそうですし、インフル

エンザも、どういうんですかね、発生が懸念される

時期に入ってもきますので、その辺、ちょっと各コ

ミュニティセンターと調整をしながら、そういった

訓練もしていただくようなことを考えていただい

たらどうかなというふうに思いますので、それは個

人的な思いとしてお願いできたらなというふうに

思います。 

○委員長（上田 倫久） 防災課、原田課長。 

○防災課長（原田 泰三） 今の避難所運営の関係な

んですけど、委員もよくご存じだと思いますが、下

陰なんかも、特に北中のほうの体育館で実際に受付

をしたりだとかいう訓練も、一昨年ですかね、なさ

ってたりとかもして、毎年、区の中でそういった取

組の研修をされたりとかしてます。昨年は、地震の

ときの市民総参加の訓練では、中筋コミュニティが

実際に避難所の運営訓練をなさいました。ただ、そ

の当時っていうのはコロナ禍ではなかったですの

で、だっと殺到する方々をばっとさばくみたいな感

じの訓練だったんですけども、今おっしゃっていた

だきましたように、私どものほうもコミュニティが

発足してからまだ数年というような状況の中でな

かなか、実は心の中では、ぜひともコミュニティの

ほうにそういった避難所運営、地域の例えば防災士

さんだったりとか、自主防のリーダーの方だったり

とかが、いわゆるコーディネートをしていただくよ

うな立場で関与していただきたいというのが非常

に気持ちとしてはございます。ようやく発足して二、

三年ほどたちまして、各地域のコミュニティにもそ

ういったことをお願いをさせていただくような、今、

タイミングになってきているような実感がござい

ます。 

 実際、コミュニティに出向いて、実は今日は国府

地区コミュニティの出前講座があるんですけども、

その中でも段ボールベッドの設置の取組だったり

とかも、コミュニティのほうでしたいというような

ことで言ってくださってます。それは、恐らくはそ

ういった避難所運営のサポートができたらってい

うようなことも、お気持ちの中であるのではないか

というような思いもしております。ですので、委員

おっしゃいましたように、今後はさらにコミュニテ

ィ単位でのそういった避難所運営に関する実際の

現場での対応なんかにつきましても、そういった機

会をできるだけ設けまして、まずはご説明から入っ

ていって、そういったニーズがあれば、そういった

対応も当然させていただくようなつもりではおり

ます。以上でございます。 

○委員長（上田 倫久） 青山委員。 

○委員（青山 憲司） お願いしたいと思います。 

 コロナの関係で避難所運営にも体制が、今までよ

りも多くの体制も必要になってきますし、今の避難

の受付から避難していただく場所の設置だとか、あ

るいは、どういうんですか、いろいろな備品等につ

いても準備等、それから避難してきていただいた方

に対する対応も全部、別々にしていかんなんという

ふうなこともあったりしますので、この上田委員長

は、五荘地区の防災部の部長でしたっけ、よく防災

士も取っていただいて、あれされてますので、そう

いう地域のコミュニティにもうできるだけどんど

んどんどん入っていって、コロナの対応はこうです

よっていうことを、できれば指導していただくよう

なことをぜひお願いしておきたいというふうに思

います。 

○委員長（上田 倫久） ほかにありませんか。 

 芦田委員。 

○委員（芦田 竹彦） すみません、青山さんも言わ

れたんですが、私も一言だけちょっと。避難所運営

のことで今ちょっと話があったんですけど、どうし

ても要支援者の方であるとか、それから妊婦さんで

あるとか小さいお子さんだとかいう形の方がやっ

ぱり避難されるというケースもありますので、僕は

避難所運営の方、さっき防災課も言われましたけど

も、ぜひとも女性が活躍するような避難所運営を構

築いただきたいなというのが、そういう思いがあり

ますので、その視点でもって、今後そういった点で

も女性が活躍できるような形の避難所運営も考慮
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いただきたいということをひとつお願いしておき

ます。 

○委員長（上田 倫久） よろしいか。 

 ほかに当局のほうからありませんか。 

 大変充実した委員会だったと思います。 

○委員（芦田 竹彦） まとめて、委員長。 

○委員長（上田 倫久） いや、何かないですか。 

 ほかになければ、この件はこの程度にとどめたい

と思います。 

 以上で当局職員の方は退席いただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 暫時休憩いたします。５分間、次は１０時半から。 

午前１０時２４分休憩 

──────────────────── 

午前１０時３５分再開 

○委員長（上田 倫久） おそろいですので、再開い

たします。 

 （４）番、委員会調査中間報告書についてを議題

といたします。 

 市議会会議規則第４５条第２項の規定により、９

月定例会の閉会日に当委員会の調査中間報告を行

いたいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） ご異議がありませんので、

調査中間報告を行うことに決定しました。 

 それでは、委員の皆さんには委員会調査中の中間

報告書（案）を事前に配付していましたので、お目

通しいただいているものと思います。改めて配付を

しておりますが、委員会調査中間報告書（案）をご

覧願います。 

 それでは、事務局から説明願います。 

○事務局主査（伊藤八千代） 失礼します。２０２０

年９月４日付で既に素案のほうをお配りをしてお

りまして、修正、加筆等でご意見をと思っておりま

す。２０２０年９月２９日付委員長発、議長宛ての

委員会調査中間報告書、５ページ物の報告書のご清

覧をお願いします。 

 まず、１の付議事件及び３の経過で記載をしてい

ますように、本委員会は２０１９年１１月１２日の

臨時会で設置をされ、災害対策全般に関し、総合的

かつ計画的な防災・減災対策に関する調査研究活動

を行ってきました。 

 本委員会では、２０１９年１１月１９日の委員会

で、重点調査事項９項目を決定し、調査研究を行っ

てきました。 

 次に、３の委員会調査経過の項目では、今期の委

員会の開催経過を掲載をしております。 

 ３ページをご覧ください。３ページには、重点調

査事項としまして、本庁・振興局の防災体制並び庁

内事業継続計画（ＢＣＰ）、河川・土砂災害対策、

雪害対策、自主防災組織、そして、４ページにつき

ましては、その他の２項目について記載をしており

ます。 

 ５ページには、本報告書のくくりとしまして、市

当局に向け、国や県の見直しを待つことなく、すぐ

に対処できる事項については早急な見直しを行い、

財政上の理由のみをもって事業化の可否を判断す

ることなく、市民の安全を守る立場として先進事例

の調査を行い、具体的な事業の実施に向け、前向き

な検討に努められたい旨を付し、中間報告としてお

ります。 

 本報告書について最終確認を本日いただきまし

て、今期最終日２９日の定例会で議場配付をする予

定としております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（上田 倫久） 説明は終わりました。 

 それでは、委員会調査中間報告書（案）の案文に

ついてご意見等がありましたら、ご発言願います。 

 なお、先ほどの事務局の説明にありましたように、

本報告書は、今期定例会閉会日（２９日）に議場配

付します。 

 ご意見はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） 特に訂正、追加等がなけれ

ば、委員会調査中間報告書については、了承いただ

いたものとして議場に配付します。 

 その他ですが、委員の皆さん、事務局、最後に何

かありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（上田 倫久） なければ、この件はこの程

度にとどめます。 

 閉会。 

 以上で本日の議題は全て終了いたしました。お疲

れさまでした。 

午前１０時４０分閉会 

──────────────────── 


